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　柏葉館で２月19日、町内各地区に伝わる郷土芸能を後世に残

していくことを目的に、七戸町郷土芸能保存会（　田福三会長）

が第８回七戸町郷土芸能発表会を行いました。町内の神楽保存会

など９つの団体が出演し、由緒ある衣装に身を包み、代々受け継

がれてきた伝統芸能を披露しました。観客は、太鼓や笛に合わせ

て演じられる力強い姿に、しきりに拍手を送っていました。 
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■まちのできごとあれこれ 

■図書情報 

■七戸町表彰者一覧 

■行政のひろば 

■保健情報 

■お知らせ 
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（2） 平成29年（2017）3月号 

 

　役場本庁舎で２月17日、2007年（平成19年）

に逝去された故　田藤夫さんに対する七戸町名

誉町民推戴式が執り行われました。

　　田さんは1926年（大正15年）に天間林村

で生まれ、同村議会議員、保護司、同村長など

を歴任し、地方自治の分野で多大な功績を収め

られました。その功績が認められ、平成17年

の町村合併以来２人目となる、名誉町民の称号

が贈られることとなりました。

　推戴式では、三男の清美さんに小又町長から

称号記が手渡され、遺族を代表して五男の邦洋

さんが「亡き父に対し、光栄な称号をいただき

感謝申し上げます。父も天国で喜んでいると思

います。名誉町民の名に恥じないよう家族一同、

地域のために貢献して参ります」と謝辞を述べ

ました。

故 　 田 藤 夫 さん 
享年80歳（大正15年12月～平成19年６月） 

主な略歴 
昭和34年５月～昭和46年４月　天間林村議会議員（３期） 
昭和54年３月～平成13年２月　保護司 
昭和58年５月～平成11年４月　天間林村長（４期）　 

▲故　田藤夫さんに名誉町民の称号が贈られた推戴式 

 

　

　遺族の皆さまから、４月に開校す

る天間林中学校に役立ててほしいと

50万円の寄附をいただきました。大

切に活用させていただきます。

消防職員天間林出身者の会 
（　田秋悦会長）

　２月11日、天間林地区の一人

暮らし高齢者世帯（25世帯）の

除雪をしていただきました。

向町町内会 
（山本順治会長）

　手作りの雑巾250枚を七戸中

学校へ寄贈していただきました。

すいたい

七戸町名誉町民第２号に　故　田藤夫さん 
 

100歳 
おめでとうございます 

善意ありがとうございます 

 

　田とめさん（昭和） 
大正６年１月29日生 

 

　田とめさん（昭和） 
大正６年１月29日生 

 



（3） 平成29年（2017）3月号 

　七戸町中央公園で２月５日、しちのへホワイトバトル2017が行われ、小学生から一般までの約80チーム

が賞金を目指して雪合戦で熱い戦いを繰り広げました。会場には選手の家族や友人が大勢詰めかけ、ギャラ

リーからたくさんの声援が飛び交う中、選手たちは相手の隙を見て力いっぱい雪玉を投げつけていました。

　今大会で入賞を果たした町内チームは次のとおりです。

 

 

 

 

 

 

 

 
▲一般の部優勝の田中と青春謳歌隊2017の選手たち 

　

　花松神社で１月27日、地域住民や消防関係者が参

加して、文化財防火訓練が行われました。文化財防

火デーの一環として、この時期全国的に行われるも

ので、今回は花松神社の火災を想定し、地域住民に

よる119番通報訓練のほか、消防署員や消防団によ

る放水・救助訓練が行われました。また、訓練終了

後には、地域住民が水消火器で消火体験を行い、火

災に備え使い方を再確認しました。

 

 

 

 

 

 

 
▲地域住民・消防関係者連携で行った文化財防火訓練 

　七戸南公民館で２月12日、若者の社会参加や若者

間の交流を目的にコーヒースクールが開かれ、町内

に住む20代〜30代の10人が参加しました。平成28

年度七戸町若者の拠点づくり事業の一環として行わ

れたもので、参加者は、講師からコーヒーの基礎知

識について学んだほか、グループに分かれておいし

い入れ方を実践するなどして交流を深めていました。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲コーヒーのおいしい入れ方を教わる参加者たち 

 

雪をも溶かす熱い戦い　しちのへホワイトバトル2017 
 

花松神社で文化財防火訓練 

 

若者らコーヒーで交流 

　 

小学校低学年の部 

小学校高学年の部 

レディースの部 

 

一般の部 

 

 

優　勝 

準優勝 

優　勝 

準優勝 

第３位 

優　勝 

第３位 

〃 

 

天間西ジャイアンツC 

東小パッソ 

天間西ジャイアンツB 

ピンクのベンザブラック 

天間林中ソフトボール部 

田中と青春謳歌隊2017 

パーフェクト西野 

モンカール 

 

町内入賞チーム 
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　七戸中央公民館で２月８日、さまざまな体験を通

じた生きがいづくりを目的に行われた、寿大学およ

び柏葉大学の合同閉講式が行われました。各大学の

講座で出席回数を満たした43人の受講生に修了証書

が贈られ、受講生を代表して山田ユキさんが「仲間

を大切にして、ここで学んだことを日常生活にも生

かしていきたい」と話しました。また、平成29年度

の受講生を募集しますので、広報４月号に併せて送

付される募集案内をご覧ください。

▲寿大学受講生を代表して修了証書を受け取る甲田トシさん 

　七戸町営スキー場で２月18日、七戸町スキークラ

ブ（瀬川伸次会長）が七戸町ジュニアスキー大会を

開催し、町内の児童約70人が参加してアルペンスキ

ーのゴールタイムを競い合いました。本大会は、児

童がスキーと親しむことを目的に、１月28日から開

かれた七戸町ジュニアスキースクールの総まとめと

して行われたもので、児童たちは保護者が見守る中、

ポールの間を華麗にターンして練習の成果を見せつ

けていました。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲児童たちがアルペンスキーで最速を 
　競い合った七戸町ジュニアスキー大会 

 

「学んだこと生かして」 
寿大学・柏葉大学合同閉講式 

児童らスキーの練習成果競う 
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墨龍賦 
 
 
 
 
 
 
 
スウガクって、なんの役に立ちますか? 
 
 
 
 
 
 
 
あしたから1ねんせい 
 
 

 

 
 

 

 
翼がなくても　Even If Without Wings 
 
 
 
 
 
 
 
夢はみるものではなく、かなえるもの 
 
 
 
 
 
 
 
カレー地獄旅行 
 

《
短
　
歌
》 

 

　
七
戸
群
青
短
歌
会 

 

古
里
の
「
き
ょ
う
の
天
気
」
は
雪
だ
る
ま 

　
　
点
の
模
様
が
な
な
め
に
降
り
て 

大
串
靖
子 

 

手
づ
く
り
の
味
を
受
け
継
ぎ
天
職
と 

　
　
味
噌
大
根
を
つ
く
り
つ
づ
け
る 

市
ノ
渡
つ
ま
子 

 

朝
い
ち
ば
ん
ず
し
り
と
重
い
朝
刊
の 

　
　
チ
ラ
シ
の
増
え
て
年
の
瀬
と
な
り 

内
山
涼
子 

 

何
か
に
と
想
い
出
だ
け
の
晩
秋
は 

　
　
老
い
た
る
我
に
夕
陽
の
赤
し 福

士
孝
衛 

　
天
間
林
短
歌
会 

 

ほ
ほ
笑
む
や
ま
た
は
愁
ふ
や
観
世
音 

　
　
菩
薩
は
旅
の
わ
れ
に
対
ひ
て 佐

藤
悠
一 

 

酉
年
も
斯
く
あ
れ
か
し
と
添
ひ
く
れ
し 

　
　
君
の
賀
状
を
暦
に
貼
ら
む 

原
信
子 

 

陽
を
浴
び
る
窓
べ
の
赤
き
ゼ
ラ
ニ
ウ
ム 

　
　
内
緒
の
は
な
し
か
小
首
を
か
し
げ 

哘
　
ア
イ
子 

 

在
り
し
日
の
ご
と
く
た
ち
く
る
面
影
の 

　
　
あ
な
た
に
今
も
語
り
て
を
り
ぬ 

高
田
洋
子 

      

《
俳
　
句
》 

 

絶
え
間
な
き
軒
の
雫
や
寒
明
く
る 小

林
凡
石 

寒
明
け
や
大
き
く
息
吐
く
庭
の
木
々 

川
村
亜
輝
子 

背
伸
び
す
る
大
岳
小
岳
寒
明
け
る 

　
田
美
津
子 

寒
明
け
て
マ
ー
チ
が
弾
む
校
舎
か
な 

　
森
野
弘
美 

節
分
や
寝
そ
べ
る
犬
に
福
の
面 　

工
藤
敦
子 

寒
明
け
も
風
の
冷
た
さ
身
に
し
み
る 

天
間
ス
ヱ 

余
寒
な
ほ
朝
の
顔
面
揉
み
ほ
ぐ
す 高

田
亮
子 

 

《
川
　
柳
》
「  

家  

」 
 

三
十
年
癒
し
て
く
れ
た
マ
イ
ホ
ー
ム 

幸 

空
き
家
増
え
独
居
増
加
に
過
疎
が
泣
く 

香 
孫
と
居
て
お
墓
も
買
っ
て
幸
せ
だ 

布
実 

【中央図書館】 【中央公民館図書室】 

文
芸
欄 

文
芸
欄 

新 着 図 書 情 報 

 
／葉室麟（著） 

浅井家滅亡、斎藤利三との友情、本
能寺の変…。建仁寺の「雲龍図」で名
を馳せた桃山時代最後の巨匠・海北
友松。武人の魂を持ち続けた絵師の
生涯を描く歴史長編。 
 

 
／杉原厚吉（著） 

ジャンケンに勝てる確率を増やす
には? スキーのコブをうまく滑る
数学的コツとは? 身近な生活の中
で役に立つ数学活用術や数理的な
考え方を、広く集めて紹介します。 
 

 
／中山七里（著） 

陸上でオリンピックを狙う沙良は、
交通事故で左足を切断、しかも加害
者は幼馴染の泰輔だった。ところが、
泰輔は何者かに殺害され、多額の保
険金が支払われ…。切なさあふれる
長編ミステリー。 

 
／澤穂希（著） 

サッカーとの出会い、アメリカでの
挑戦、「なでしこジャパン」誕生、そ
して北京オリンピック…。女子サッ
カー界のレジェンド・澤穂希が熱き
日々と新たな夢を語る。 
 

 
／きむらゆういち（作）、有田奈央（絵） 
ゆうくんはあしたから1年生。学校っ
てどんなところかな…? 期待でワ
クワク。不安でドキドキ。あたらし
い生活を迎える新1年生を応援する
絵本。 
 

 
／ひげラク商店（さく・え） 

みちひと君はカレーが大好き。でも
野菜は捨てちゃえと手を伸ばすと、
なんとカレーの中に吸い込まれて
しまいます。気が付くと、怖い顔を
したエンマさまによる「さばき」が
始まり…。コワくて笑える食育絵本。 

■３月の休館日…20日（月）、23日（木） 
■問 合 せ 先…中　央　図　書　館  ☎62－2119 
　　　　　　　　中央公民館図書室  ☎68－2920 
蔵書検索【http://www.town.shichinohe.lg.jp】 
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功

労

表

彰

 
  

工
藤
　
慶
昭 

　
納
税
貯
蓄
組
合
長
と
し
て
、
20
年
以

上
の
永
き
に
わ
た
り
納
税
思
想
の
高
揚

を
図
り
、
99
％
以
上
の
高
い
納
期
内
納

付
率
を
維
持
す
る
な
ど
、
納
税
意
識
の

向
上
に
尽
力
し
た
功
績
。
現
在
も
活
動

中
で
あ
る
。 

宮
澤
　
剛
毅 

　
納
税
貯
蓄
組
合
長
と
し
て
、
20
年
以

上
の
永
き
に
わ
た
り
納
税
思
想
の
高
揚

を
図
り
、
100
％
の
納
期
内
納
付
率
を
維

持
す
る
な
ど
、
納
税
意
識
の
向
上
に
尽

力
し
た
功
績
。
現
在
も
活
動
中
で
あ
る
。 

 

白
石
　
又
右
エ
門 

　
保
護
司
と
し
て
、
20
年
以
上
の
永
き

に
わ
た
り
、
過
去
に
罪
を
犯
し
た
人
々

の
更
生
の
た
め
、
指
導
お
よ
び
相
談
活

動
に
尽
力
し
た
功
績
。
現
在
も
活
動
中
。 

 

故 

後
藤
　
辰
雄 

　
保
護
司
と
し
て
、
20
年
以
上
の
永
き

に
わ
た
り
、
過
去
に
罪
を
犯
し
た
人
々

の
更
生
の
た
め
、
指
導
お
よ
び
相
談
活

動
に
尽
力
し
た
功
績
。 

   

善

行

表

彰
 

  

中
井
　
昌
美 

　
町
の
公
益
の
た
め
に
、
渡
辺
貞
一
氏

作
の
絵
画
162
点
を
寄
贈
し
、
芸
術
文
化

振
興
発
展
に
寄
与
し
た
功
績
。 

 

  

文

化

賞

 
  

【
文
化
功
労
賞
】 

 

川
村
　
好
喜
（
上
川
目
神
楽
保
存
会
） 

　
昭
和
26
年
よ
り
上
川
目
神
楽
保
存
会

に
所
属
し
、
以
来
今
日
ま
で
65
年
に
わ

た
り
活
動
し
て
い
る
。
80
歳
を
超
え
る

今
な
お
現
役
で
舞
台
に
立
つ
ほ
か
、
後

継
者
の
育
成
指
導
を
通
じ
て
郷
土
芸
能

の
伝
承
に
誠
心
誠
意
努
力
し
て
い
る
。 

 

田
嶋
　
政
榮
（
花
松
神
社
神
楽
保
存
会
） 

　
昭
和
47
年
に
一
度
消
滅
し
た
花
松
神

社
神
楽
保
存
会
を
再
結
成
さ
せ
、
以
来

今
日
ま
で
45
年
に
わ
た
り
活
動
し
て
い

る
。
現
在
は
総
合
指
導
者
や
記
念
誌
編

集
に
も
携
わ
り
、
郷
土
芸
能
の
伝
承
に

誠
心
誠
意
努
力
し
て
い
る
。 

 

橋
場
　
秋
男
（
袋
町
神
楽
保
存
会
） 

　
昭
和
50
年
よ
り
袋
町
神
楽
保
存
会
に

所
属
し
、
以
来
今
日
ま
で
舞
手
、
囃
子

手
と
し
て
41
年
以
上
に
わ
た
り
活
動
し

て
い
る
。
幾
多
の
諸
行
事
に
参
画
す
る

ほ
か
、
後
進
の
指
導
に
も
尽
力
し
、
郷

土
芸
能
の
維
持
発
展
に
寄
与
し
て
い
る
。 

 

阿
部
　
　
博
（
袋
町
神
楽
保
存
会
） 

　
昭
和
50
年
よ
り
袋
町
神
楽
保
存
会
に

所
属
し
、
以
来
今
日
ま
で
舞
手
、
囃
子

手
と
し
て
41
年
以
上
に
わ
た
り
活
動
し

て
い
る
。
幾
多
の
諸
行
事
に
参
画
す
る

ほ
か
、
後
進
の
指
導
に
も
尽
力
し
、
郷

土
芸
能
の
維
持
発
展
に
寄
与
し
て
い
る
。 

 

竹
内
喜
美
夫
（
袋
町
神
楽
保
存
会
） 

　
昭
和
50
年
よ
り
袋
町
神
楽
保
存
会
に

所
属
し
、
以
来
今
日
ま
で
舞
手
と
し
て

41
年
以
上
に
わ
た
り
活
動
し
て
い
る
。

幾
多
の
諸
行
事
に
参
画
す
る
ほ
か
、
後

進
の
指
導
に
も
尽
力
し
、
郷
土
芸
能
の

維
持
発
展
に
寄
与
し
て
い
る
。 

 

神
山
　
俊
男
（
天
間
舘
神
楽
保
存
会
） 

　
昭
和
52
年
よ
り
天
間
舘
神
楽
保
存
会

に
所
属
し
、
以
来
40
年
に
わ
た
り
活
動

し
て
い
る
。
現
在
も
な
お
会
の
要
職
に

就
き
な
が
ら
後
進
の
指
導
に
尽
力
し
、

郷
土
芸
能
の
維
持
発
展
に
寄
与
し
て
い

る
。 

 

天
間
　
幸
悦
（
天
間
舘
神
楽
保
存
会
） 

　
昭
和
62
年
よ
り
天
間
舘
神
楽
保
存
会

に
所
属
し
、
以
来
30
年
に
わ
た
り
活
動

し
て
い
る
。
現
在
は
会
長
と
し
て
会
を

支
え
な
が
ら
後
進
の
指
導
に
も
尽
力
し
、

郷
土
芸
能
の
維
持
発
展
に
寄
与
し
て
い

る
。 
 

小
林
　
和
子
（
七
戸
柳
永
会
） 

　
平
成
５
年
に
七
戸
柳
永
会
に
入
会
し
、

以
来
24
年
に
わ
た
り
扇
咲
流
の
踊
り
手

と
し
て
地
域
の
行
事
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
積
極
的
に
参
加
し
、
町
の
文
化
発
展

の
た
め
に
寄
与
し
て
い
る
。 

 

附
田
　
キ
ヨ
（
天
間
林
舞
踊
愛
好
会
） 

　
平
成
６
年
よ
り
錦
流
の
名
取
と
な
り

舞
踊
教
室
を
開
い
て
以
来
、
23
年
に
わ

た
り
自
身
の
教
室
や
寿
大
学
な
ど
で
地

域
の
人
々
に
指
導
す
る
傍
ら
、
地
域
の

行
事
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
積
極
的
に
参

加
し
、
町
の
文
化
発
展
の
た
め
に
寄
与

し
て
い
る
。 

 

槇
　
　
　
子
（
七
戸
水
墨
画
同
好
会
） 

　
平
成
７
年
よ
り
書
の
講
師
と
し
て
公

民
館
講
座
や
高
齢
者
教
室
に
お
い
て
活

躍
し
、
平
成
17
年
以
降
は
水
墨
画
を
は

じ
め
、
七
宝
焼
き
や
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
作

り
な
ど
21
年
に
わ
た
り
幅
広
い
分
野
で

講
師
を
務
め
、
町
の
芸
術
文
化
の
礎
を

築
く
。 

 

辻
浦
　
美
惠
（
七
戸
吟
友
会
） 

　
平
成
５
年
の
七
戸
吟
友
会
発
足
と
同

時
に
入
会
し
、
以
来
23
年
に
わ
た
り
活

躍
し
て
い
る
。
84
歳
と
な
る
現
在
も
詩

吟
を
通
じ
て
地
域
の
行
事
に
積
極
的
に

参
加
し
、
町
の
文
化
振
興
に
寄
与
し
て

い
る
。 

 

天
間
　
松
雄
（
七
戸
古
文
書
の
会
） 

　
永
き
に
わ
た
り
古
文
書
を
発
掘
・
解

読
し
、
地
域
の
歴
史
の
貴
重
な
資
料
収

集
に
寄
与
す
る
傍
ら
で
、
自
身
の
研
究

結
果
や
知
識
を
広
く
地
域
の
人
々
に
提

供
し
て
お
り
、
91
歳
と
な
る
現
在
も
公

民
館
や
分
館
で
講
演
活
動
を
行
っ
て
い

る
。 

  

ス
ポ
ー
ツ
顕
賞 

 

※（
所
属-

種
目
） 

 

【
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
】 

 

田
栗
　
昌
久 

　
柔
道
協
会
設
立
当
初
は
選
手
と
し
て

各
種
大
会
に
出
場
。
50
年
以
上
に
わ
た

り
協
会
役
員
と
し
て
活
動
し
、
今
年
度

で
第
52
回
目
を
迎
え
た
七
戸
桜
花
柔
道

大
会
に
お
い
て
は
、
第
１
回
目
の
開
催

か
ら
大
会
運
営
に
携
わ
り
、
柔
道
の
普

及
、
発
展
に
貢
献
。
ま
た
、
指
導
者
と

し
て
少
年
団
、
中
学
校
、
高
等
学
校
か

ら
多
く
の
優
秀
な
選
手
を
輩
出
す
る
な

ど
技
術
力
の
向
上
と
青
少
年
の
育
成
に

努
め
た
。 

 

　
田
　
武
志 

　
柔
道
協
会
設
立
当
初
は
選
手
と
し
て

各
種
大
会
に
出
場
。
50
年
以
上
に
わ
た

り
協
会
役
員
と
し
て
活
動
し
、
今
年
度

で
第
52
回
目
を
迎
え
た
七
戸
桜
花
柔
道

大
会
に
お
い
て
は
、
第
１
回
目
の
開
催

か
ら
大
会
運
営
に
携
わ
り
、
柔
道
の
普

及
、
発
展
に
貢
献
。
ま
た
、
指
導
者
と

し
て
少
年
団
、
高
等
学
校
の
技
術
力
の

向
上
と
青
少
年
の
育
成
に
努
め
た
。       

 

西
野
　
孝
夫 

　
柔
道
協
会
設
立
当
初
は
選
手
と
し
て

各
種
大
会
に
出
場
。
50
年
以
上
に
わ
た

り
協
会
役
員
と
し
て
活
動
し
、
今
年
度

で
第
52
回
目
を
迎
え
た
七
戸
桜
花
柔
道

大
会
に
お
い
て
は
、
第
１
回
の
開
催
か

ら
大
会
運
営
に
携
わ
り
、
柔
道
の
普
及
、

発
展
に
貢
献
。
ま
た
指
導
者
と
し
て
少

年
団
の
技
術
力
の
向
上
と
青
少
年
の
育

成
に
努
め
た
。       

 

（6） 平成29年（2017）3月号 

平成28年度 七戸町 

功労表彰・善行表彰・文化賞・ 
スポーツ顕賞・教育奨励賞  

　平成28年度、町に貢献した方や文化・スポーツで功績のあった方を対

象として、2月25日に中央公民館で表彰式が行われました。 

                                            

                                            

                                            

                                            

         

（
七
戸
町
体
育
協
会
―
柔
道
） 

             

（
七
戸
町
体
育
協
会
―
柔
道
） 

           

（
七
戸
町
体
育
協
会
―
柔
道
）  

   

表彰情報 表彰情報 

な
と
り 

※順不同・敬称略 



表彰情報 表彰情報 

 

（7） 平成29年（2017）3月号 

 
【
ス
ポ
ー
ツ
賞
】 

 

哘
　
　
勝
悦 

 

中
野
　
京
香 

   
 

【
ス
ポ
ー
ツ
優
秀
賞
】 

 〈
個
人
の
部
〉 

 

蛯
名
　
政
智 

 

大
久
保
有
美 

 

七
尾
　
龍
人 

 

作
田
京
太
郎 

 

米
田
　
達
哉 

 

小
田
　
冴
騎 

 

蛯
名
　
　
梓 

 

中
岫
　
　
新 

西
野
み
の
り 

 

上
原
子
憲
樹 

 

藤
田
惠
美
子 

 

坪
　
　
夏
菜 

 

竹
内
　
音
色 

 〈
団
体
の
部
〉 

  

七
戸
町
野
球
協
会 

（
七
戸
町
体
育
協
会
―
野
球) 

　
石
田
　
拓
也
、
高
西
　
知
樹
、
小
原
　
武
徳 

　
　
松
　
元
気
、
天
間
　
駿
一
、
向
井
　
　
将 

　
中
岫
　
亮
太
、
織
川
　
勇
気
、
坪
　
慎
一
朗 

　
簗
田
　
貴
徳
、
山
田
　
達
郎
、
和
田
　
怜
偉 

　
石
ヶ
森
俊
樹
、
坂
本
　
雄
大
、
向
中
野
朋
輝 

　
中
村
　
哲
也
、
山
下
　
恭
平
、
市
ノ
渡
祐
人 

　
上
野
　
太
聖
、
佐
藤
　
亨
哉 

 

Ｂ
Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
七
戸
Ｌ.

Ｆ.

Ｃ   

（
七
戸
町
体
育
協
会
―
サ
ッ
カ
ー) 

　
簗
場
由
美
子
、
荒
川
　
千
紘
、
小
田
　
弘
子 

　
櫻
田
　
早
苗
、
成
田
　
桂
子
、
宮
崎
　
歩
美 

　
志
田
志
津
香
、
蛯
名
　
奈
々
、
石
倉
　
未
咲 

　
桜
田
　
佳
子
、
漆
畑
　
成
子
、
桜
田
　
愛
美 

　
山
道
エ
イ
ミ
ー    

  

【
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
】 

 〈
個
人
の
部
〉 

 

沢
内
　
勝
博
、
沢
内
富
美
子 

（
十
和
田
市
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会
―
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
） 

野
月
　
健
一
、
荒
町
き
み
よ 

寺
澤
　
　
正 

（
七
戸
町
体
育
協
会
―
ス
キ
ー
） 

 〈
団
体
の
部
〉 

 

七
戸
町
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ 

 (

七
戸
町
体
育
協
会
―
ス
キ
ー) 

　
金
澤
　
　
護
、
附
田
　
政
喜
、
笹
森
　
真
実 

　
瀬
川
　
勇
次
、
大
久
保
正
博
、
市
ノ
渡
康
勝 

　
川
村
　
和
隆
、
蛯
名
　
奈
々
、
洞
内
　
一
彦 

　
金
濱
　
尚
子
、
野
月
　
健
一
、
荒
町
き
み
よ 

　
寺
澤
　
　
正 

　
　
　 

七
戸
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会 

 (

七
戸
町
体
育
協
会
―
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル) 

　
坪
　
　
孝
夫
、
鳥
谷
部
大
太
、
簗
田
　
正
美 

　
坪
　
　
　
明
、
坪
　
　
和
子 

   

教
育
奨
励
賞 
  〈

団
体
の
部
〉 
 

【
特
別
優
秀
賞
】 

 

七
戸
高
等
学
校
文
芸
部 

　
長
澤
　
魁
斗
、
吹
切
　
彰
太
　
他 

  

【
優
秀
賞
】 

 

七
戸
ジ
ュ
ニ
ア 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ 

　
浦
田
　
綺
音
、
小
又
春
咲
子
、
町
屋
　
瑞
稀 

 

【
優
良
賞
】 

 

柏
葉
少
年
剣
士
隊 

　
田
原
　
瞳
子
、
松
村
　
仁
瑛
、
音
坂
　
碧
海 

　
村
山
　
　
天
、
小
林
　
倫
璃
、
青
山
　
　
恩 

　
岡
山
　
頼
大
、
岡
山
俐
心
大
、
田
原
　
翠
子 

　
中
山
　
陸
人 

 

天
間
西
陸
上
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

　
坪
　
　
雪
那
、
藤
村
　
隆
世
、
向
中
野
竜
馬 

　
澤
田
　
幸
佑
、
坂
本
　
　
柊 

 

城
南
小
学
校
吹
奏
楽
部 

　
森
野
　
未
優
、
佐
藤
　
優
衣
、
福
村
　
彩
夏 

　
菅
原
　
優
夢
、
田
中
　
奈
穂
、
山
口
奈
菜
葉 

　
山
田
　
朱
華
、
新
山
　
優
美
、
　
田
　
依
吹 

　
森
　
　
涼
子
、
山
谷
　
心
音
、
森
野
　
桜
香 

　
千
葉
　
愛
華
、
治
部
袋
　
皐 

 

天
間
西
小
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部 

　
　
子
　
凜
穂
、
千
引
　
香
奈
、
町
屋
　
　
怜 

　
町
屋
　
陽
菜
、
簗
田
　
心
良
、
鳥
谷
部
千
夏 

 

七
戸
中
学
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
男
子 

　
山
口
　
翔
心
、
奈
良
　
昌
孝
、
市
川
　
諒
真 

　
山
口
真
那
斗
、
　
松
　
晃
司
、
神
村
　
唯
斗 

　
石
田
　
雅
志
、
濱
村
　
壮
琉
、
山
本
　
武
流 

 

七
戸
中
学
校
剣
道
部
男
子 

　
原
田
　
俊
介
、
倉
岡
　
大
輔
、
小
林
　
威
太 

　
工
藤
　
　
大
、
渡
部
　
　
凌
、
佐
々
木
信
心 

 

七
戸
中
学
校
吹
奏
楽
部 

　
阿
部
　
優
花
、
町
屋
　
心
音
、
山
田
　
美
帆 

　
三
上
　
　
和
、
小
舘
菜
々
実
、
新
堂
　
瑛
久 

　
荒
町
　
璃
音
、
太
田
　
　
樹
、
中
原
　
大
直 

　
大
池
み
さ
き
、
大
池
　
結
夏
、
松
宮
　
陽
彩 

　
森
野
　
優
花
、
小
林
幸
太
郎
、
西
野
　
瑛
稀 

　
大
平
　
　
葵
、
齋
藤
　
ゆ
き
、
西
野
　
珠
姫 

　
宮
本
　
凜
乃
、
田
栗
　
一
響
、
竹
内
　
星
夏 

　
古
屋
敷
莉
子
、
苫
米
地
渚
咲
　
西
山
　
佳
那 

　
野
月
　
怜
奈 

 

榎
林
中
学
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部 

　
榎
林
　
樺
來
、
榎
林
　
黎
來
、
中
岫
　
萌
恵 

　
二
ツ
森
湖
南
、
宮
澤
　
菜
摘
、
二
ツ
森
玲
菜 

　
中
野
　
果
菜
、
貝
塚
　
木
葉
、
石
橋
　
美
桜 

　
附
田
　
恵
理
、
大
鹿
　
梨
央
、
大
鹿
　
瑠
菜 

　
鎌
本
　
莉
瑠
、
伊
賀
　
愛
梨 

〈
個
人
の
部
〉 

 

【
特
別
優
秀
賞
】 
 

長
澤
　
魁
斗
（
七
戸
高
） 

  

【
最
優
秀
賞
】 

 

荒
谷
　
柚
子
、
工
藤
　
海
音 

山
田
　
詩
季
、
浦
田
　
綺
音 

（
以
上
城
南
小
） 

 

西
野
　
王
智
、
小
又
　
輝
士 

（
以
上
天
間
舘
中
） 

 

簗
田
ち
ず
る
、
小
泉
翔
太
郎 

（
以
上
七
戸
高
） 

 

楢
舘
　
理
子
（
三
沢
商
業
高
） 

  

【
優
秀
賞
】 

 

谷
村
　
理
知
、
山
口
　
央
侑 

沼
端
　
翔
真
、
大
池
　
　
流 

音
坂
　
碧
海
、
佐
藤
　
　
廉 

（
以
上
七
戸
小
） 

 

山
谷
　
侑
凛
（
城
南
小
学
校
） 

 

酒
井
　
悠
利
、
二
ツ
森
康
生 

山
田
　
瑛
羽
（
以
上
天
間
東
小
） 

 

坪
　
　
奏
汰
、
天
間
　
佑
紀 

坪
　
　
雪
那
（
以
上
天
間
西
小
） 

 

　
松
　
凜
玲
、
塚
尾
　
思
明 

西
野
　
真
心
、
小
田
　
侑
季 

高
坂
　
　
響
（
以
上
七
戸
中
） 

 
工
藤
　
　
蓮
（
天
間
舘
中
） 

 

樋
口
　
雄
大
、
原
子
　
真
音 

上
野
　
初
佳
、
島
田
　
結
衣 

（
以
上
三
本
木
高
付
属
中
） 

 

伊
藤
　
隆
介
（
青
森
明
の
星
中
） 

 

川
村
　
夏
海
（
十
和
田
工
業
高
） 

 

甲
田
紗
愛
果
（
三
沢
商
業
高
） 

  

【
優
良
賞
】 

 

青
山
　
　
恩
、
宮
田
　
怜
修 

石
田
　
巧
泰
、
山
田
亜
紗
未 

田
中
　
咲
希
（
以
上
七
戸
小
） 

 

田
栗
昌
之
輔 

ス
ミ
ス  

レ
オ
ン  

ゴ
ー
ル
デ
ン 

野
月
　
綜
心
、
西
野
　
心
実 

小
林
　
倫
璃
、
小
笠
原
千
容 

（
以
上
城
南
小
） 

 

小
又
春
咲
子
、
町
屋
　
瑞
稀 

澤
田
　
薫
月
、
藤
村
　
隆
世 

（
以
上
天
間
西
小
） 

 

道
地
　
来
阿
、
小
林
あ
か
り 

沼
端
　
彩
華
、
成
田
　
理
瑠 

山
口
　
翔
心
、
山
口
真
那
斗 

市
川
　
諒
真
（
以
上
七
戸
中
）  

 

町
屋
　
慶
明
、
作
田
　
洸
希 

（
以
上
天
間
舘
中
） 

  

 

   

（
七
戸
町
身
体
障
害
者
福
祉
会 

　
　
　
　
　
　
　
―
陸
上
）  

（
七
戸
町
体
育
協
会
―
水
泳
）  

     

（
七
戸
町
体
育
協
会 

　
　
　
　
　
―
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
） 

（
七
戸
町
体
育
協
会
―
ス
キ
ー
） 

（
八
戸
学
院
光
星
高 

　
　
　
　
　
　
―
レ
ス
リ
ン
グ
） 

（
五
所
川
原
第
一
高
―
剣
道
） 

（
三
本
木
農
業
高
―
馬
術) 

（
三
本
木
高
―
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル) 

（
弘
前
実
業
高
―
卓
球) 

（
三
本
木
農
業
高 

―
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル) 

（
柴
田
女
子
高 

―
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル) 

（
七
戸
町
体
育
協
会
―
陸
上) 

（
七
戸
町
体
育
協
会
―
水
泳) 

（
青
森
北
高
―
柔
道) 

（
八
戸
工
業
大
学
第
一
高 

―
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス)  
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　現在、合併以前に建てられたさまざまな公共施設で老朽化が進み、統廃合や建て替え、大規模改修の時期を

迎えています。そこで町では、公共施設の規模や配置の適正化を図るため、「公共施設等マネジメント計画」の

策定を進めており、同計画案に対する町民の皆さまからのご意見を募集しています。次の場所で閲覧できます

ので、気軽にご意見をお寄せください。なお、いただいたご意見は、町の考え方と併せて、七戸町ウェブサイ

トなどで公開する予定です。

閲覧場所　財政課、支所庶務課、中央公民館、南公民館、

　　　　　七戸町ウェブサイト（http://www.town.shichinohe.lg.jp/gyosei/keikaku/sonota/post-145.html）

応募方法　持参・郵送・FAX・メールのいずれかで、財政課へ提出してください。①住所、②氏名、③電話番号、

　　　　　④意見が明記されていれば特に様式は問いません。

 

応募締切　３月10日㈮

そ の 他　・電話によるご意見は、記録として残らないため受け付けていません。

　　　　　・意見に対する個別の回答は行いません。

　　　　　・賛否だけを記載したものや意見の趣旨が不明なものなどには、町の考え方を公表しないことがあ

　　　　　　ります。

○問合せ先　財政課（〒039−2792　七戸町字森ノ上131−4）
　　　　　　☎68−2117　FAX68−2804　　home@town.shichinohe.lg.jp

 

 

 

七戸町公共施設等マネジメント計画（案）への意見を募集します 七戸町公共施設等マネジメント計画（案）への意見を募集します 
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本徴収

12月

（年金特別徴収税額−仮徴収税額）÷３

仮徴収での不足分や超過分を算出し、調

整しながら天引きされます。

仮徴収

６月

（前年度分の年金特別徴収税額÷２）÷３

２月に天引きされた金額と同額が天引き

されます。

住民税

　国民健康保険税・

介護保険料　

４月 ８月 10月 翌年２月

①申請書（学校に用意しています）

②児童扶養手当の証書の写し（受給者のみ）

③遺族年金または障害年金の支給額がわか

　る書類（受給者のみ）

・生活保護を受けている方

・町民税非課税世帯の方

・児童扶養手当を受給している方

・事故や災害などで生活にお困りの方

必要書類 対 象 者 

 

 

 

　就学援助制度は、経済的な理由により就学が困難と認められる児童・生徒の保護者に対して、学用品購入

費・新入学学用品費・通学用品費・修学旅行費の一部を援助する制度です。この制度の利用を希望する方は、

子どもが在籍または入学する学校へ直接お申し込みください。

 

 

 

 

 

○問合せ先　学務課　☎62−9701（または町内小・中学校）

 

　４月から、新年度の住民税・国民健康保険税・介護保険料の特別徴収（年金からの天引き）が始まります。

新年度の税額が確定しない４月・６月・８月は、前年度の税額を元に一時的な徴収額を計算しています。

 

 

 

 

 
 

　※平成28年10月に、住民税の計算方法が上記のとおり改正されました。
　※仮徴収額よりも本徴収額が大きくなる場合があります。また、課税状況の変化や転居などにより、税額が変わる場合があります。

○問合せ先　税務課　68−2113

七戸地区交通安全協会からお知らせ
　七戸地区交通安全協会では、平成28年12月31日現在で、無事故・無違反の期間が10年、15年、20年、

25年、30年に到達した会員を対象に表彰を行います（６月予定）。表彰を受けたい方は、①印鑑と②630

円を持参して、３月31日㈮までに七戸地区交通安全協会窓口（七戸警察署内）へお申し込みください。

問合せ先　七戸地区交通安全協会　☎62−5055

ごみ出しのルールを守りましょう
 

　ごみ袋に名前を書いていない、分別されていないな

ど、ごみ出しのルールが守られず収集できないことが

あります。ごみの分別ポスターで処分の仕方をいま一

度確認し、ごみ収集カレンダーの収集日を守りましょ

う。ポスターやカレンダーを紛失した場合は、社会生

活課または支所庶務課にお越しください。 

 

○問合せ先　社会生活課　☎68－2114 

就学援助制度のお知らせ 就学援助制度のお知らせ 

住民税・国民健康保険税・介護保険料の仮徴収について 住民税・国民健康保険税・介護保険料の仮徴収について 



（10） 平成29年（2017）3月号 

 

しみずめ　　 こうや 

清水目 昴哉くん 

（桜　木） 

 

さとう　　　ひなた 

佐藤　緋汰くん 

(森ノ上） 

   

おおしか　　けんしん 

大鹿　謙信くん 

（下野崎） 

   

くどう 

工藤 あさひちゃん 

（城　内） 

 

こまた　　　ゆうた 

小又　悠汰くん 

（小　又） 

 

やまだ　　　かのん 

山田　華夢ちゃん 

（新　町） 

 

たしま　　　　ろな 

田嶋　麓胡ちゃん 

（中　岫） 

 

うちやま　　　えいた 

内山　瑛太くん 

（大　荒） 

くどう　　　りゅうし 

工藤　龍獅くん 

（坪　２） 

 

 

むかいなかの　　こう 

向中野　好ちゃん 

(向中野） 

   

保
健
だ
よ
り

保
健
だ
よ
り 
保
健
だ
よ
り

保
健
だ
よ
り 
保
健
だ
よ
り 

    

◎
ぼ
く
・
わ
た
し 

　
虫
歯
な
い
よ 

 

　
２
月
20
日
に
行
わ
れ
た
３
歳
児
健

康
診
査
で
、
虫
歯
の
な
か
っ
た
お
子

さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。 

（
　
）
内
は
町
内
名
ま
た
は
集
落
名  

                       

                                   

                                   

                                   

         

                          

３月は自殺対策強化月間です 

　町の自殺死亡率は、国や県と比べて高い状況にあります。うつ病をはじめとする健康問題のほか、貧困
による経済的な問題などが自殺に深く関与しています。自殺を食い止めるには、周囲の人が「いつもと違
う変化」に気づいてあげること、声をかけて話を聴いてあげることが大切ですので、地域全体で取り組ん
でいきましょう。

うつ病のサイン 
　うつ病は、精神的・身体的なストレスなどにより、脳の機能障害が起きている状態です。脳がうまく働
いてくれないため、普段は簡単なものでもつらく感じることがあります。
　次のような症状が２週間以上続く場合は注意が必要です。あてはまるかな？と思ったら、精神科や心療
内科、精神科専門のクリニック、かかりつけの医師などに相談しましょう。また、こころの相談窓口（健
康福祉課内☎68−4631）もぜひご利用ください。

【自分が感じる気分の変化】 
　①何をしても楽しくない　②何にも興味がわかない　③誰かに急かされているようで落ち着かない
　④自分を責める　⑤自分に価値がないと感じる　⑥死にたくなる

【体に出るサイン】 
　①食欲がない　②体がだるい　③疲れやすい　④性欲がない　⑤頭痛や肩こり
　⑥動悸　⑦胃の不快感　⑧便秘がち　⑨めまい　⑩口が渇く　⑪思考力が落ちる
　⑫疲れているのに眠れない・一日中ねむい　　⑬いつもよりかなり早く目覚める　

【周りから見て気になるサイン】 
　①表情が暗い　②涙もろくなった　③反応が遅い　④落ち着かない　⑤飲酒量が増えた

七戸町保健協力員による声がけ活動 
～「年に１回は健診を受けましょう」と声をかけて歩きます～ 

　保健協力員は、県内各市町村で、さまざまな保健活動を通じて地域と行政のパイプ役を担ってくれる方々
です。町長からの委嘱を受けて２年間の任期で活動し、各種保健事業や研修に参加して得た知識を地域の
方々にお伝えしています。
　３月中旬、179名の保健協力員が町内各地区に分かれ、来年度の健診の受診率向上を目指して「健診の
申し込みはしましたか？年に１回は健診を受けましょう」と各家庭に声をかけてまわります。ぜひ温かい
心で迎え入れ、ご支援くださるようお願いします。

せ
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上十三保健所健康相談等日程 
 

　利用される方は、受付時間を厳守してください。

HIV（エイズ）、Ｂ型およびＣ型肝炎検査、精神保健関

係のご相談は予約してご利用ください。

〈場　所〉　上十三保健所　〈問合せ先〉　☎23−4261

＊HIV（エイズ）、Ｂ型およびＣ型肝炎検査の結果は、後日に来所し

　ていただいて説明します。

 

 

＜お詫びと訂正＞ 
　広報２月号11ページ「無料歯周疾

患検診について」の記事に誤りがあ

りました。訂正してお詫びいたします。 

あらと歯科クリニックの診療時間 

【誤】 平　日　９：00～17：00 

⇩ 
【正】 平　日　９：00～18：00 

 

忘れずに受けよう！ 
麻しん風しん予防接種（第２期） 

　対象となる児童がいるご家庭には、平成28年４月上旬に予

診票を送付しました。紛失した方は天間林保健センター（☎
68－4631）へご連絡ください。 

対　象　年長児（平成22年４月２日～平成23年４月１日生） 

費　用　無料（３月31日㈮まで） 
 

 

平成29年度集団健診　申込締切３/24㈮まで！
申込方法などは、２月中旬に郵送された申込案内をご覧ください。 

○問合せ先　健康福祉課　☎68－4631

3月1日（水）～8日（水） 
「女性の健康週間」 

 
　女性は生涯を通して、ホルモンバランスが
大きく変動します。「自分の体を知る」こと
はとても大切です。いつもと違うと感じたと
きは、専門医療機関や女性外来を受診しまし
ょう。また、20歳を過ぎたら子宮頸がん検
診や乳がん検診を意識的に受診するようにし
ましょう。 

 

10歳代 
 
 
 
20～ 
30歳代 
 
 
 
40～ 
50歳代 
 
 
 

60歳～ 

無理なダイエットに注意！ 

体が完成する大切な時期。無理なダイエットは

ホルモンバランスを崩し、心身の成長を妨げ、将

来の健康を左右することも。 

環境の変化に注意！ 

女性ホルモンが安定しますが、日常生活にスト

レスを感じやすい時期。乳がんや子宮がん発症

の可能性が急増するほか、うつ病発症の危険も。 

不調と上手に付き合う 

女性ホルモンが減少し、閉経を迎える時期。ホル

モンの急激な変化でさまざまな不調を生じます。

「治す」より「付き合う」気持ちで乗り越えること

が大切。つらいときは専門医に相談を。 

生活習慣の見直し、転倒予防 

ホルモンが分泌しなくなり、手足や視力・聴力が

衰え出します。生活習慣病や骨粗しょう症を発

症しないよう、健康的な生活を心掛けましょう。 

 

月　日

3．7㈫
3．14㈫

3．15㈬

3．16㈭

種 　 別

結核接触者健診

Ｂ型およびＣ型
肝炎検査

ＨＩＶ(エイズ)
に関する相談

療育相談

精神保健福祉相談

女性健康相談

受 付 時 間

9：00〜11：00

13：00〜13：30

13：30〜14：30

2回目以降の方
9：30〜10：30

初めての方
10：30〜11：00

13：00〜14：00

10：00〜10：30

対 象 な ど

結核患者接触者

県内市町村に住
所を有し、過去に
検査を受けたこ
とがない希望者

希望者

発達が心配な乳
幼児

精神・神経・飲酒
などの相談
思春期から更年
期までの女性



『憂い』樋口哲司 

七高同窓会 
「天間林支部設立30周年記念」白神コンサート 

　演歌・洋楽など、さまざまな曲

目を歌いこなす今千里さんによる

歌謡ショーのほか、横笛や津軽三

味線で活躍する鳴海昭仁さんが出

演します。どなたでも無料でご覧

になれますが、入場券が必要とな

りますので電話でお問い合わせく

ださい。

日　　時　３月19日㈰ 13：00開演

場　　所　七戸中央公民館

問合せ先　ツクタカルチャー販売

　　　　　☎68−2100

七戸花友会「第12回クリスマスローズ展」 
　ダブル（八重咲き）や大株など、色とりどりの早春の花をお

楽しみください。

日　　時　３月４日㈯・５日㈰　９：30〜16：00

場　　所　七戸南公民館

問合せ先　七戸花友会事務局金見　　090−3756−8672

公立ぎんなん寮 春の感謝セール 
日　　時　３月18日㈯・19日㈰　９：00〜15：00

場　　所　公立ぎんなん寮

内　　容　・観葉植物などのオークションセール（両日12：00から）

　　　　　・鉢花、ハムなどのタイムサービス

　　　　　　（両日午前・午後各１回）

問合せ先　公立ぎんなん寮　☎56−5121

三沢ほっきまつり 
日　　時 
場　　所 
 
内　　容 
 
 
問合せ先 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ホタテ稚貝フェア／横浜町 
日　　時　3月12日（日）10：00～11：30 
場　　所　道の駅「よこはま」 
　　　　　菜の花プラザ 
内　　容　ホタテ稚貝の大袋販売会 
　　　　　です。大袋2kg500円 
問合せ先　道の駅「よこはま」菜の花プラザ 
　　　　　☎0175－78－6687 
 
 

 
3月12日（日）8：45～ 
三沢漁港市場内 
休屋特設イベント会場 
三沢の冬の味覚「ほっ 
き貝」を使った料理や加工品の即売会、無料試
食会などが行われます。 
三沢市漁業協同組合☎54－2202 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
ぐるっとNAVI上十三・十和田湖広域定住自立圏情報 
 

鷹山宇一記念美術館特別展　「第76回国際写真サロン展」 
 

 

ワーク 
ショップ 
開催！ 
 

「デコパージュで世
界にひとつだけの
エコバックづくり」  

　興味のある方は美術館へお問

い合わせください。

日　時　3月25日㈯
　　　　10：00〜12：00

参加費　600円

　写真表現や画像加工を駆使し、独創

性と芸術性に富んだ写真作品の中から、

世界各国の入賞・入選作品を紹介します。
 

会　　期　３月18日㈯〜31日㈮

入館時間　10：00〜17：30（閉館18：00）

入 館 料　一般500円、高・大300円、

　　　　　小・中100円

休 館 日　３月21日㈫、３月27日㈪
 

問合せ先　鷹山宇一記念美術館　☎62−5858
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「放課後子ども教室」地域コーディネーター・教育活動サポーター募集 
　七戸町教育委員会では、放課後の児童にさまざまな活動を体験してもらうため、「放課後子ども教室」を実施しています。本教

室の連絡調整を行う「地域コーディネーター」および児童の安全な活動を支援する「教育活動サポーター」を募集しています。

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

申込み・問合せ先　生涯学習課　☎62−9702（〒039-2592　七戸町字七戸31-2）

 
 
 

七戸病院職員募集 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

申込み・問合せ先　公立七戸病院庶務課　☎62−2105（〒039-2595　七戸町字影津内98-1）

 

 
 

自衛官受験者募集 
試験内容などは電話でご確認ください。

 

 

 

 

 

 

 

 

問合せ先　自衛隊青森地方協力本部三沢募集案内所　☎53−1346

 

看護師・准看護師（パート勤務２名）

看護師または准看護師の資格を有する方

内科外来看護業務

㈪〜㈮ 8：30〜12：30（週５日）

看護師1,200円、准看護師1,000円

※賞与・交通費支給、雇用保険加入

面接

①履歴書

②看護師または准看護師免許証の写し

定員に達するまで

看護補助者（パート勤務１名）

高卒以上　※㈯・㈰・㈷の勤務が可能な方

入院患者の食事・入浴・トイレなどの介助業務

7：30〜19：00の間で７時間（週５日）

850円

※賞与・交通費支給、社会保険加入

面接

履歴書

定員に達するまで

職 種

応募資格

業務内容

勤務時間

時 間 給

試験内容

応募書類

募集締切

地域コーディネーター（１名程度）

講師・学校・学童クラブなどとの連絡調整、チ

ラシやポスターづくりなど

随時

教育活動サポーター（１名程度）

習字教室やスポーツ教室などでの児童の見守り

平日13：00〜18：00の間で１〜３時間

（週１〜３日程度）

募集種目

活動内容

活動時間

謝　　金

応募資格

応募方法

募集締切

そ の 他

募集種目

予備自衛官補

幹部候補生（飛行・一般）

自衛官候補生

応募資格（男女不問）

18歳〜34歳未満の方

18歳以上で国家資格などを有する

方

22歳〜26歳未満の方

（短大・修士課程卒の方はお問い

合わせください）

18歳〜27歳未満の方

募集期間

4月7日㈮まで

5月12日㈮まで

通年募集中

試験日

4月15日㈯

一次試験

5月20日㈯

（飛行受験者は5月21日㈰も）

受付時にお知らせします。

一般公募

技能公募

募 　 集 　 情 　 報  

１時間あたり780円

町内在住（見込）者

市販の履歴書に必要事項を記入し、写真貼付のうえ、生涯学習課へ提出してください。

※郵送可

３月17日㈮

面接などの日程は個別に連絡します。
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滿
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１
月
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ゆ
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ひ
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わ
 

き
っ
ぺ
い
 

 

４月１日から 
し尿などの汲み取り料金が変わります 

100ℓまで　改定前　743円 
⇩

改定後（４月１日から）　810円（税別）

問合せ先　環境衛生管理事務所
☎0175−63−2336

 

 

 
 
 

 

 

 
 

 
 

く ら し の 相 談 窓 口  

お気軽にご相談ください。相談料は無料《秘密厳守》 

－行政・人権相談－ 
（人権問題や悩みごと、行政への要望など）

町民課☎68−2112、庶務課☎62−2111

日　時　３月15日㈬　９：00〜12：00

場　所　本 庁 舎　１階　相談室

　　　　七戸支所　３階　第２会議室

相談員　行政相談委員、人権擁護委員

－暮らしの相談会－ 
（弁護士による巡回無料相談）

十枝内総合法律事務所☎21−4005

日　時　３月９日㈭　10：00〜12：00

場　所　中央公民館　１階　集会室

相談員　弁護士

※電話による予約制になっています。

※１回の相談時間は30分です。

収集業者

県南清掃㈱

㈲東北衛生社

中部上北清掃㈱

㈲乙供清掃

県南環境保全センター㈱

㈲十和田浄化槽センター

電話番号

23−4351

0175−63−2652

62−9520

0175−63−4027

22−2061

23−0424

収集物

し尿

し尿・

浄化槽

浄化槽汚泥

シルバー人材センターと西小学校学童保育クラブが 
天間林老人福祉センター内に移転します 

　（公社）中部上北広域シルバー人材センター事務所および西小学校学童保育クラブ（４〜６年生）は、４月

から天間林老人福祉センター内（七戸町字森ノ上16−４）に移転します。天間林老人福祉センターを利用の

方には、ご理解とご協力をお願いします。

問合せ先　（公社）中部上北広域シルバー人材センター　☎60−1141（３月31日㈮まで）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎58−0141（４月３日㈪から）

　　　　　西小学校学童保育クラブに関するお問い合わせ　→　社会生活課　☎68−2114

戸
籍
の
窓
口
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４月16日（日）は 
七戸町長選挙投票日 

 

【告　示　日】４月11日（火） 

【期日前投票】４月12日（水）～15日（土） 
　　　　　　　　　　　　　8：30～20：00 

【投　票　日】４月16日（日）7：00～20：00

　任期満了に伴う町長選挙が行われます。これからの町政の発展のため、あなたの権利と主張を生かし、棄権

することなく投票しましょう。 

 

投票できる方　平成29年１月10日以前に七戸町へ転入の届け出をした方、または平成11年４月17日以前に生ま

　　　　　　　れ七戸町の住民基本台帳に登録されている方です。

　　　　　　　※町内で転居された方は、旧住所地の投票所で投票していただく場合があります。また、投票

　　　　　　　　日前に町外へ転居した場合は投票できません。

 

投 票 方 法　４月上旬に郵送される入場券を持参のうえ、投票所へお越しください。記号式投票となります

　　　　　　　ので、投票用紙の候補者氏名の上に、備え付けスタンプで○印をつけてください。また、期日

　　　　　　　前投票および不在者投票では、候補者氏名の自書式投票となります。

　　　　　　　※入場券を紛失した場合も投票できますので、町選挙管理委員会または投票所で申し出てくだ

　　　　　　　　さい。

 

不在者投票　４月12日㈬〜15日㈯　8：30〜17：00

【他市町村からの不在者投票】 

　　仕事などで他市町村に滞在している方は、町選挙管理委員会から投票用紙の交付を受けて、

　滞在地の選挙管理委員会で投票できます。投票用紙の請求は告示日前でもできます。

【指定病院などからの不在者投票】 

　　病院や老人ホームなどの指定病院に入院、入所している方は、町選挙管理委員会から投票

　用紙の交付を受け、当該施設で投票することができます。施設職員にお問い合わせください。

【郵便による不在者投票】 

　　身体障害者手帳、戦傷病者手帳、介護保険の被保険者証（要介護５）のいずれかをお持ち

　の方は、郵便による投票ができますので、４月12日㈬までに町選挙管理委員会へ投票用紙な

　どを請求してください。ただし、障害の種類や程度に制限があるほか、手続きに時間を要し

　ます。告示日前でも請求できますので、早めにご連絡ください。

　※郵便による不在者投票の場合でも、投票用紙への記載が困難な方のために代理投票制度を

　　用意しています。

 
 

立候補の受付 
 日時／４月11日㈫　8：30〜17：00　　場所／役場本庁舎２階　第１・２会議室

 

○問合せ先　七戸町選挙管理委員会　☎68−2112

 
 



 町の統計  
 

平成29年１月31日現在 

★人口と世帯 
　男　　　7,786人　（－ 16） 
　女　　　8,482人　（－  7） 
　計　　 16,268人　（－ 23） 
世帯数　6,820世帯　（－  5） 
　（　 ）内は前月比 
 
 

★交通事故 
　件数    4件　〈＋2〉 
　傷者    5人　〈＋3〉 
　死者    0人　〈　0〉 
 

★町内の火災 
　建　　　　物 　0件　〈　0〉 
　林野・その他 　0件　〈　0〉 
 

　〈    〉前年同月との比較 

 

七戸町立天間林中学校（４月１日開校）

〒039-2827 七戸町字森ノ上16−4

☎58-7775　FAX58−7716

木の伝染病の拡大を防ぎましょう 

　松くい虫被害やナラ枯れ被害は、微生
物または菌が侵入して起こる木の伝染病
で、県内でも昨年・おととしと被害が確認
されています。自然景観や観光資源など
に大きな影響を与える恐れがあります。
葉が黄色に変色したり、枯れかかったり
しているマツやナラを見かけたらすぐに
農林課（☎68－2116）へご連絡ください。 

●発行日　平成29年３月１日　　●発行者　七戸町企画調整課　〒039－2792青森県上北郡七戸町字森ノ上131－4　℡ 0176－68－2940（この広報は再生紙を使用しています） 

　天間林中学校（天間林運動公園敷地内）で２月18・19日の両日、校舎の内覧会が開かれ、入学予定の子どもたち

やその家族などが多く訪れました。校舎は鉄筋コンクリート造２階建てで、床や壁などの内装は木を基調としてお

り、不審者の侵入を防ぐための防犯カメラも設置されています。来訪者は「外観と違い、中には木がふんだんに使

われていてびっくりした」と話していました。

 

 

 

 

 

 

　▲２日間限定で一般開放された天間林中学校内覧会 

４月開校！天間林中学校お披露目 

 

 

 

　七戸フラワーサークル(大山ゆみ代表)には、町内の

文化系団体としては多い約30人が所属し、普段はフラ

ワーアレンジメントなどを中心に活動しています。自

由に花を楽しむことを大切にしており、現在は初春に

行われる町内のイベントを花で引き立てようと意気込

んでいます。魅力について会員は「節目での花のプレ

ゼントなど、交友関係を深めることにつながる」と話

してくれました。入会希望や活動の詳細は、☎090-

7336-0619(代表者連絡先)にお問い合わせください。

 

 
▲柏葉館で毎週水曜日に活動する七戸フラワーサークル 

 

 

 

　天間東小学校で２月７日、６年生13人を対象に税金

教室が行われました。税金への知識を深めることを目

的に十和田地区税務協議会が開催したもので、児童は

町の税務課職員から、税金の種類や歴史、税金の使い

道などを教わりました。児童を代表して二ツ森康生く

んは「学んだことを社会科の勉強や大人になったとき

に生かしたい」と話していました。

 

 

 

 
▲税金への理解を深めた天間東小の税金教室 

 

税金ってなんだろう？ 

天間東小で税金教室 

 

 

 

花でイベントを元気に 
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